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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本高圧力技術協会（HPI）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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スプリット・ホプキンソン棒法を用いた 

高変形速度試験方法 

High deformation rate testing by split Hopkinson bar method 

 

1 適用範囲 

この規格は，スプリット・ホプキンソン棒法を用いた高変形速度試験の中で，圧縮，引張及び曲げの試

験方法について規定する。 

なお，金属材料，非金属材料など個々の製品規格で圧縮，引張及び曲げの試験方法が規定されている場

合には，適用しない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 4805 高炭素クロム軸受鋼鋼材 

JIS H 4040 アルミニウム及びアルミニウム合金の棒及び線 

JIS H 4080 アルミニウム及びアルミニウム合金継目無管 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS G 0202 及び JIS Z 2241 によるほか，次による。 

3.1 

応力波，ひずみ波 

応力又はひずみが波動として伝ぱする波。弾性変形域で波動として伝ぱする場合は，弾性応力波又は弾

性ひずみ波ともいう。試験片の応力又はひずみを計算する際には，一次元縦弾性応力波又は一次元縦弾性

ひずみ波とみなして取り扱う。 

3.2 

入力棒 

スプリット・ホプキンソン棒法の試験装置を構成する一部品で，試験片に弾性応力波を付与する棒。 

3.3 

出力棒 

スプリット・ホプキンソン棒法の試験装置を構成する一部品で，試験片の変形によって伝ぱする弾性応

力波を捉える棒。 


